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1.は じめに

今回|よ、陪「市と保健衛生」としヽう題で、都市の

発達と上下水道の発達から見た歴史的な保健衛生

の向上と効果について、部分的ではあるが推移の

話をする。日本の上下水道の発展は、都市の発達

と異なつた歩み方をしてきた事をこ存知の方も多

しヽと思う。現在の都市の発達の基本は、都市計画

法の目的と理念に見られるように、陪円市の健全な

発展と秩序ある整備を図り、国上の均衡ある発展

と公共の福祉の増進に寄与する (抄)」であり、「農

林漁業との健全な調和を図りつつ、健康で文化的

な都市生活及び機能的な都市活動を確保すべき事

(抄)」と位置付けられてしヽることに注目される。

また、上下水道の発展において|よ、歴史的に多く

を組解かなければ中々明快な知見に|よ至」達できな

しヽものであるが、コレラの大流行による対応策と

して上水道が先か、下水道が先かの論争にも、国

外の影響をも受けて歩んで発展してきたところに

興味が持たれるところである。

2.コ レラの流行と上下水道の発達の鍵

日本の上下水道の発達の鍵となつたのは、や|よ

り国本のコレラ流行であろう。コレラ|よ元々イン

ドの風土病であり、海運の発達と共に世界に広が

っていったものである。以後、古来の伝染病であ

る発疹チフス、腸チフス、痘盾、赤痢、麻疹等に

コレラが加わつたものである。日本のコレラ流行|よ、
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江戸時代文政 5年 (1822)に 当時開港されてしヽ

た長崎へ運ばれ、わすか lヶ月で江戸に伝播して

いる。3年 間流行しているが延べ死亡者数|よ定か

で|よなしヽ。

近代のコレラ流行として|よ、コレラ統計自体が

明治 10年 から始まつてしヽるが、それ以降毎年の

ように流行している。次の表に、コレラが大流行

した年の憲者数と死亡者数を抜粋した。届出のみ

の人数なため、実際に|よもつと多かつたと推定さ

れる。明治時代のコレラによる死者の総数|よ約

37万 人であり、国清、日露戦争の死者の数を上

回るものであつた。

「都市の発展と保健衛生」

表 ]コ レラ患者数と死亡者数 (人)

年度 患者数 死亡者数

明治 10年 13,816 8,027

ワ

】
162,637 105,786

15 51,631 38,784

18 13,824 9,329

19 155,923 108,405

23 46,019 85,227

28 55,144 40,154

35 12,891 8,012

40 3,682 1,702

つ
け
力
争 2,849 1,656

45 2,614 1,763

大正 5年 10,371 7,482

9 4,969 3,417

ちなみに、患者数では大阪がほとんど上位を占

めてしヽた。

国内のコレラ流行後の対策としては、明治 10

年内務省、「コレラ病予防心得」を公布。明治 12

年内務省、「コレラ病予防および消毒法心得」、「コ

レラ予防仮規則」を公布。また東京地方衛生会を

開設した。重大とした明治天皇から、「コレラ撲減

に関する勅諭」が発せられた。中央衛生会が開設
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され、各府県にも地方衛生会が設立されて、衛生

事務の体制が整えられた。

明治 ]6年 に内務省から東京府へ 「水道溝渠等

改良の儀」が示達されて、本式の分流式下水道と

して近代最初の 「神田下水道」が築造された。明

治 14年 にオランダ人技師デレーケの指導による

ものとされてしヽる。コレラの沈静化と財政難によ

つて、約4krlnの築造とし2年 間で中断されてし

ましヽ東京市下水道|よ大正年代までお預けとなつた。

当時下水道に熱意を示したの|よ内務省衛生局の長

与専斎らによるものである。明治 19年 市国大学

令が改正されると共に、英国からバー トン先生が

招かれ、大学に衛生工学講座が開かれ、全国の下

水道計画に参画している。

明治 19年 の大流行の翌年|よ痘嬉も流行し、

「厠国芥溜下水取締規則」が警視庁令としてでき、

後の 「下水道法」と 「汚物掃除法」の原型となつた。

閣議決定として|よ「水道布設の目的を決定するの

件」があり、明治 23年 の 「水道条例」の制定に

つながつてしヽくのである。また、都市計画関係で|よ、
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写真 2 汚 物掃除法 (明治 33年 )

「東京市区改正条例」の制定により、日本の都市計

画の幕開け (後の大正 8年 の都市計画法)と なつ

てしヽる。当時の規則や条例|よ、現在の法令や省令

に当たるもので用語として|よ注意したしヽものである。

明治 28年 のコレラの大流行と共に、北里柴三

郎がコレラ治療のための血清療法の効果について

発表している。翌年はジフテリアが流行してしヽる。

また明治 30年 に|よ痘清、麻疹、赤痢が流行し、

明治29年 から国会で諮問されていた 「汚物掃除法」

と 「下水道法」が、明治 33年 に制定された。こ

れによつて近代の衛生法がやつと出揃つた事になる。

(写真 1、2)

明治 35年 に|よコレラも流行しているが、ペス

トが流行してしヽる。この年からコレラの予防接種

が始まり、大正 10年 の大流行まで大きな流行|よ

影を潜めた。

3.上 水道が先か、下水道が先か

都市の発達と共にコレラを代表とする伝染病の

流行を予防するための対策について、「上水道促進

派」と 「下水道促進派」の 2つ の意見に分かれて
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写真 ]下 水道法 (明治 33年 )

-16-



しヽた。この対立を、歴史的に上下水道論争と言つ

てしヽる。しかしながら、当時はまだ伝染病の解明

がされてしヽなしヽ時期であるため、致し方なしヽもの

であつた。

当時の世界の先端として、都市の衛生を考える

に当たつて、上水道優先論者|よコッホ、下水道優

先論者|よペッテンコッフェルであつた。

コレラ菌が発見されるまだ前のことであるが、

研究調査が進んでおり、汚染された水に存在する

細菌によつて感染する事が原因であるとして、安

全な水道水の供給が必要であるため上水道を整備

しなければならなしヽとしヽう水系感染症の脅威を唱

えたのが、コッホを代表とする 「上水道促進派」

であった。また、今で|よ信じがたいことであるが、

病気が伝染するの|よ土地や汚水の滞留する場所か

ら立ちこめる毒気を吸う事によって発病すると考

えられていた事もあり、毒気が発生しなしヽように

汚水や水溜りを排除して、湿り気がなくなるよう

に乾燥させ、清潔にすれば流行|よ防止できると考

えられたため、それらを排除するに|よ下水道を整

備しなければならないとしたのが、ペッテンコッ

フェルを代表とする 「下水道促進派」であつた。

日本国内の動きとして|よ、明治の国づくりにお

いて、国家と都市に不可欠な施設を優先する意見

が大勢を占めてしヽた事に対し、森鴎外|よ都市衛生

の観点から意見を有してしヽた。先に示した近代都

市の先駈けとしての 「東京市区改正条例」が明治

21年 に制定されてしヽるが、その建議に当たる 「市

区改正の儀に付き上申」には 「道路橋梁河川|よ本

なり、水道家屋下水は末なり」と記載され、当時

の考え方が的確に表現されてしヽると言えよう。森

鴎外|よ、これを感じて早々に 「市区改正|よ果たし

て衛生上の問題に非ざるか」と言つてしヽる。

また、日本政府が明治 21年 に衛生会委員の石

黒軍医を、当時のプロシャのコレラ予防規則改正

委員であつたコッホの下に派遣している。その時

の検疫対策の対話の中でコッホ|よ、「もし私が日本

の当局者であるならば、日本からコレラを根絶す

るために次のようにするであろう。ます長崎を主

として下関、神戸、大阪、横浜、および東京の上

水道改良を実施し、引き続き下水道改良工事に着

手する。長崎を優先させるの|よ中国からのコレラ

の導火線をここで不燃性にするためである。長崎

のような要地に|よコレラ検査に充分な能力を持つ

た医師、例えば北里氏を常駐させ、輸入発生の初

期に勢力を集中し、輸入発病のあつたときに|よ、

直ちにこれを撲減できる厳重な措置を行う。」と言

つている。

国外の動きとして|よ、上下水道を同時に進めた

ベルリンが衛生都市になつた最初と言われる。こ

れ|よコッホが 1885(明 治 18年 )に ベルリン大

学の衛生学の教授に就任し、コレラ伝染は汚染さ

れた飲料水によると考え、水道水の衛生を重視し、

上水道供給を第一と考えてしヽた。また、元々 ドイ

ツ国内で|よ下水道が優先される考えが大勢を占め

てしヽたため、ベルリンの上下水道同時進捗が実現

できたと言えよう。図 1に放射式の管渠配置が計

画設計されたベルリンの下水道管渠網図を示す。

図]伯 林 (ベルリン)下水道計画図

4.上 下水道の発達と効果

ベルリンの下水道の工事|よ1876年 (明治 9年 )

に一部完成し通水している。

表 2に 腸チフスによる死亡数と下水道の使用者

数との関係を示した表を示す。ベルリン|よ1890

年 (明治 23年 )に |よ上水道約 930/0、下水道約

900/oの普及率に達した。この普及効果としてコレ

ラ、腸チフス等の伝染病発生が激減してしヽる。ま

た日本国内で|よ、明治 21年 の 「東京市区改正条例」

により上下水道の建設整備が大きく立ち遅れ、明

第 5 国  激 執 式 下 ネ 嘉 鶴 理 霞 の 日  て捻体市T 水 迂〕
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表 2 ベ ル リンにおける下水道普及の効果

第4表  ね 林前に於ける下ホ道施鼓ぶ死亡専に及

ぼした影控撤許

治 33年 の下水道法制定、整備開始が大正時代ま

で待たなければならなかった。

図2に 熊本市の上水道普及と伝染病患者数、お

よび伝染病による死亡者数の推移を示す。また表

3に 当時の主要 6都 市の腸チフスによる死亡者数

の推移 (大正 4年 ～昭和 8年 )を 示す。熊本市の

場合、大正 13年 11月 に上水道が工事一部唆工

し通水を開始し、翌年の ]5年 に腸チフスが流行

してしヽるが、当時の見解として|よ下水道普及がな

しヽためとも言われてしヽる。原因|よ定かで|よなしヽ。

表3 主 要 6都 市における腸チフス死亡者数

第1発  本 邦末六都市における陽手ブス死亡務田

〔内摯哲術生rrl粒計さl_依る)

本国の本格的な上水道普及|よ、戦後昭和 30年

代から本格的に着工され通水が相次いで行われ、

昭和 40年 代からの下水道建設と共に水系感染症

が激減してしヽる。その効果を図3に 示す。

5.都 市の発達と保健衛生の脅威

本国では今日、上水道普及が約 980/0、下水道

普及として約 700/0となり、都市の発達と共に住

民要求や必要性から、環境関連、保健衛生関連施

設が充実し、医療や予防医学の発達と相まつて、

伝染病の流行|よもう過去のものと思われてしヽる。

しかしながら、感染症の流行|よなくならなしヽ。

コレラ、赤痢のような旧来のもののほか SARS、

鳥インフルエンザの最近の流行のように新興感染

症も発生してしヽる。これら|よ水系の伝染病で|よな

しヽが、水系感染症として今後大きな流行が発生す

る可能性|よ常にあると考えられる。

本国|よ、高度な都市化と共に衛生的安全性が第
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図2 熊 本市の上水道普及と伝染病流行
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明治 12年 死 者 10万6千人

―と一見確保されたように思われてしヽるが、水系

感染症は時々発生してきてしヽる。

・]977年 佐賀県基山町、専用水道水によるウィ

ルス感染 (A型肝炎)発 生

・1982年 札幌市、ストアー専用水道によるカン

ビロパクテリアによる 1,800人 発症

・1990年 浦和市、幼稚園で0157を 発症。浄化

槽汚水が飲料用井戸水を汚染

・1994年 平塚市、雑居ビル受水槽でクリプトス

ポリジウムに感染し発症

・1996年 埼玉県越生町、クリプトスポリジウム

による約 101000人 の集団下痢発生

これらの事件|よ、国の水道関係者に大きな影響

を与えてしヽる。当時の厚生省|よ緊急対策としてク

リプトスポリジウムの暫定対策を指導してしヽる。

クリプトスポリジウム汚染の危険性がある時は、

濁度を01度 以下に浄水し、水道水からクリプト

スポリジウムが検出されたら給水停止を指示する

ものであつた。

これにより、日本の水道水|よ格段に高度に浄水

され、安全性が高まつた。しかしたつた 1種類の

原虫のために給水停止をする事が妥当かどうか|よ

定かで|よなしヽ。とうてしヽ高度に発展した都市活動

と|よ言しヽがたしヽものである。

また、水道ばかりでなく下水道の処理システム、

下水の処理水再利用、修景用水などの水管理にま

で影響を与えた。患者から排泄されたクリプトス

ポリジウムが下水に含まれれば、当然処理水に含

明治 1 9年 死 者 l o万8千人

一一 水系経日感染症患者数

……… 上水道普及率

―――下水道普及華 ＼、

署1も 、ち どo ど5 30 主 40企i S 5  10  15  20  25  30  35  40  45  50  55 60 議 i   る

図3 伝 染病患者数と上下水道普及率の推移
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まれる事になり水運用の課題が発生したものである。

6.お わりに

「都市の健全な発達、及び公衆衛生の向上 ・・・」

は下水道法の目的であるが、下水道が完備されれ

ば快適な生活に直接連結するかどうか|よ分からな

しヽが、下水道の直接的な効果に|よ市街地の排水不

良地区の浸水を防除すると共に、溝 (ドブ)を な

くすことにより、蚊や八工の発生を防ざ良好な都

市環境の形成と公衆衛生の向上|よ間違しヽなしヽと言

える。

大事なこと|よ、事が起きることに対する 「準備

が出来る」と言うことの重要性である。これによ

り人の意識が変わり、たとえ災害が発生しても被

害|よ最小限に留められるものであろう。問題を個

別に切り出すこと|よ今回で|よ難しく、他の多くの

問題に関連し、複合化していくとしヽうのも人間の

成す諸活動が、臨界点を越えたことに起因する大

きな特徴であると考えられる。
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